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年頭のあいさつ

 New Year Greetings 2016

えびの市長

村 岡 隆 明
Muraoka　Takaaki

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望

に
輝
く
平
成
28
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
全
国
的
に
地
方
創
生
元
年
と

位
置
づ
け
ら
れ
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も

新
た
な
人
口
減
少
対
策
を
取
り
ま
と
め
る

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
年
始
に
人
口

2
万
人
を
切
っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
ピ
ン

チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
よ
う
！
」
と
い
う

危
機
感
の
も
と
、
多
く
の
市
民
の
方
々
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、え
び
の
市
版
の
「
総

合
戦
略
」
素
案
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
先
行
型
と
し
て
取
り
組
ん
だ
事
業

の
効
果
も
あ
り
、
道
の
駅
来
場
者
数
は
前

年
比
1
1
5
％
の
伸
び
を
記
録
し
過
去
最

高
と
な
り
ま
し
た
。
同
様
に
、
京
町
温
泉

マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者
や
市
内
農
家
民
泊

体
験
者
も
過
去
最
高
を
記
録
し
、
市
民
の

手
に
よ
る
自
主
的
な
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
も

増
え
て
い
る
こ
と
と
併
せ
て
、
交
流
人
口

増
の
手
ご
た
え
も
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
高
齢
者
や
交
通
弱
者
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
の
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金

の
一
部
助
成
、
病
後
児
保
育
施
設
の
事
業

開
始
お
よ
び
第
3
子
以
降
保
育
料
無
料
化

等
も
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、

住
み
よ
い
ま
ち
へ
近
づ
け
た
も
の
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
畜
産
分
野
に
お
い
て
、
減
少
が
続
い
て

い
た
繁
殖
母
牛
頭
数
が
8
年
ぶ
り
に
増
加

に
転
じ
た
こ
と
も
、
将
来
に
希
望
が
持
て

る
大
変
明
る
い
話
題
だ
と
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

本
年
は
、
市
民
の
皆
様
と
の
意
識
の
共

有
を
よ
り
一
層
図
り
な
が
ら
、
住
み
続
け

た
い
ま
ち
を
目
指
し
、
総
合
戦
略
の
目
標

達
成
に
向
け
、
皆
様
に
そ
の
成
果
を
実
感

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
自
治
体
間
の
連
携
を
深
め
、
周
辺

地
域
一
体
と
な
っ
た
魅
力
の
磨
き
上
げ
と

発
信
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
本
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
健
や
か
で
、
穏
や
か
な
そ
し
て
平

和
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し

ま
し
て
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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平
成
28
年
成
人
式
が
、
1
月
5
日
、
市
文

化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
、

は
か
ま
や
ス
ー
ツ
、
振
袖
姿
に
身
を
包
ん
だ

新
成
人
１
６
３
人
（
男
78
人
、
女
85
人
）
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
馬ば

ば

た
場
田
圭け

い
な奈

さ
ん
（
加
久
藤
中

出
身
）
が
市
民
憲
章
を
朗
読
。
出
口
美み

わ和
さ

ん
（
飯
野
中
出
身
）
が
成
人
証
書
と
記
念
品

を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

式
辞
で
村
岡
市
長
は
「
周
り
の
人
と
の
絆

を
大
切
に
し
、
目
標
を
持
ち
、
ゆ
る
ぎ
な
い

信
念
と
決
意
で
、
明
る
い
未
来
へ
の
道
の
り

を
、
自
ら
切
り
拓
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と

新
成
人
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

新
成
人
代
表
と
し
て
山
之
口
将ま

さ
し史

さ
ん

（
真
幸
中
出
身
）
が
「
私
た
ち
は
、
今
日
か

ら
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
す
。
地
域
に
残

る
人
、
外
に
出
て
い
く
人
、
立
場
は
そ
れ
ぞ

れ
異
な
り
ま
す
が
、
ど
ん
な
困
難
に
出
会
っ

て
も
、
気
持
ち
だ
け
は
強
く
持
ち
、
日
々
精

進
し
て
い
き
ま
す
」と
意
見
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、畠
田
幸こ

う
の
す
け

之
助
さ
ん
（
上
江
中
出
身
）

と
吉
留
涼
子
さ
ん
（
上
江
中
出
身
）
が
感
謝

と
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
会
場
で
は
、
小
倉
里
恵
さ

ん
の
エ
レ
ク
ト
ー
ン
演
奏
に
合
わ
せ
、
ふ
る

さ
と
で
あ
る
え
び
の
市
の
紹
介
と
新
成
人
の

中
学
校
時
代
の
写
真
や
恩
師
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
流
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
懐
か
し
い
写
真
が
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
る
た
び
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

山之口将史さん

畠田幸之助さんと吉留涼子さん

出口美和さん

馬場田圭奈さん
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個
人
番
号
の
確
認
が
必
要
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

M y  N u m b e r
　

１
月
以
降
、
社
会
保
障
や
税
の
手
続
き
等

で
は
、
個
人
番
号
の
利
用
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
個
人
番
号
の
確

認
と
本
人
確
認
が
行
わ
れ
ま
す
。手
続
き
の

際
に
は
次
の
「
①
＋
②
」
か
「
③
」
の
書
類
等

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
個
人
番
号
の
確
認
の
た
め
の
書
類･･･

通

知
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人
番
号
付
き
の
住
民
票

②
本
人
確
認
の
た
め
の
書
類･･･

運
転
免
許

証
ま
た
は
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

※
顔
写
真
が
な
い
も
の
は
２
種
類
以
上
の
本

人
を
確
認
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
。

③
個
人
番
号
と
本
人
確
認
の
た
め
の
書
類

･･･

個
人
番
号
カ
ー
ド
（
一
枚
で
「
個
人
番
号

の
確
認
」
と
「
本
人
確
認
」
が
で
き
ま
す
）

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

証
明
す
る
書
類
と
し
て
の
ほ
か
、
金
融
機
関

の
窓
口
等
で
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き

ま
す
。
ま
た
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
住
民
票
、
印

鑑
登
録
証
明
な
ど
の
公
的
な
証
明
書
を
取
得

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

個人番号を求められる手続きには、主に次のようなものがあります

個人番号の確認 本人確認

※手続きによって個人番号の記入・提示が必要になる時期が違うものがあります。詳しくは、各担当部署にお問い合わせください。

手続き 問い合わせ

保
険
・
医
療

国民健康保険

・加入・脱退
・修学や施設入所のための市外転出
・被保険者氏名、被保険者世帯、住所、世帯主の変更
・療養費、特別療養費、移送費、高額療養費、高額介護合算療養費
   の支給申請

・第三者行為による被害の届出
・被保険者証、高齢受給者証、被保険者資格証明書の再交付申請
・限度額適用認定証、限度額適用・標準負担額減額認定証、特定疾      
   病療養受領証の交付・再交付申請

・一部負担金の免除等申請
・基準収入額適用申請

健康保険課 医療保険係
☎35-1111（内線273・274）

後期高齢者医療

・加入（75歳到達の人を除く）・撤回
・被保険者証の再交付申請
・特定疾病療養受療証、限度額適用・標準負担額減額認定証の交付・
   再交付申請

・高額療養費や補装具等の療養費の支給申請

介
護
・
福
祉

介護保険

・介護認定・更新・区分変更の申請
・被保険者証等の再交付申請
・負担割合証の再交付申請
・負担限度額認定の申請
・高額介護サービス費の支給申請
・福祉用具購入費の支給申請
・住宅改修費の支給申請

介護保険課 介護保険係
☎35-1111（内線287・289）

福祉

・身体障害者手帳の申請
・特別障害者手当、障害児福祉手当、福祉手当の申請
・障害者総合支援法に基づく補装具費に関する申請
・障害者総合支援法に基づく地域生活支援事業に関する申請
・障害者総合支援法に基づく障害福祉サービスの申請
・精神障害者保健福祉手帳に関する申請
・自立支援医療（更生医療、育成医療、精神通院医療）に関する申請
・障害児通所支援（就学前・就学後児童）の給付申請
・重度心身障害者医療費助成に関する申請
・戦没者等の遺族に対する特別弔慰金の請求

福祉事務所 福祉係
☎35-1111（内線261・266）

・生活保護の申請
福祉事務所 生活保護係
☎35-1111（内線262・265・
288）

子
育
て

子育て

・児童手当の新規認定請求
・児童扶養手当の新規認定請求
・認定こども園・保育所等への入所申し込み
・子ども医療費受給資格証の申請
・母子および父子家庭医療費受給資格証の申請

福祉事務所 子育て支援係
☎35-1111（内線267・269）

・小・中学校就学奨励制度の申請
・えびの市奨学金制度の手続き

学校教育課 教育係
☎35-1111（内線413）

・未熟児養育医療の給付申請
・母子健康手帳の交付申請（妊娠届出）

健康保険課 市民健康係
☎35-1111（内線281）

税
金

市民税
・市・県民税申告書の提出 ※平成28年分以降の所得に係る申告書か
   ら適用

・軽自動車税減免申請書の提出

税務課 市民税係
☎35-1111（内線213・216）

固定資産税
・相続人代表者指定届の提出
・償却資産申告書の提出
・固定資産税減免申請書の提出

税務課 固定資産税係
☎35-1111（内線212・215）

住
ま
い

市営住宅 ・市営住宅への入居申請
・市営住宅入居者による収入申告

財産管理課 住宅係
☎35-1111（内線343）

①郵送で申請する場合
通知カードに同封の申請書に、署名
または記名・押印。本人の顔写真を張
り付け、送付用封筒で郵送

○申請方法（申請は任意です）

詳しくは、内閣官房ホームページ
（ http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/

bangoseido/ ）でご確認ください。

※すでに申請している人へは、順次、
ハガキでお知らせします。しばらくお
待ちください。

③スマートフォンで申請する場合
スマートフォンで顔写真を撮影し、
交付申請書に記載されているQRコー
ドからウェブサイトにアクセス。画面
にしたがって必要事項を入力し、顔
写真を添付して送信

②パソコンで申請する場合
デジタルカメラ等で顔写真を撮影。交
付申請用のウェブサイトにアクセス
し、画面にしたがって必要事項を入
力したあと、顔写真を添付して送信

※通知カードを持ってい
　ない場合、個人番号付き
　の住民票を取得しても
　らう場合があります。

※顔写真がないものは2種
　類以上の本人を確認で
　きるものが必要です。
例）国民健康保険被保険者
　   証と年金手帳　など

通知カード
または

個人番号付きの住民票

運転免許証
または

パスポートなど

●個人番号の記載が必要な申請書を市役所に提出する場合

●個人番号カードなら、一枚で「個人番号」「本人」確認が可能
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市政ニュース

交付された防災活動車

　

12
月
11
日
、
公
益
財
団
法
人
日

本
消
防
協
会
か
ら
市
に
、車
両（
防

災
活
動
車
）が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
日
本
消
防
協
会
が

行
っ
て
い
る
共
済
事
業（
消
防
団

員
等
福
祉
共
済
）の
実
施
に
伴
う

還
元
事
業
の
一
環
で
、
市
の
消
防

団
員
の
共
済
事
業（
Ｂ
型
火
災
共

済
）加
入
率
の
高
さ（
１
０
０
％
）

を
考
慮
し
交
付
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

今
後
は
、
交
付
さ
れ
た
車
両
を

活
用
し
、
広
報
活
動
等
に
力
を
入

れ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
防
災
バ
イ
ク

（
ヤ
マ
ハ 

セ
ロ
ー
２
５
０
）1
台

を
購
入
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
え
び
の
市
消
防
団

防
災
バ
イ
ク
隊（
愛
称
：
レ
ッ
ド

ホ
ー
ク
）は
、
12
人
体
制
に
対
し

て
バ
イ
ク
が
5
台
で
あ
っ
た
た
め
、

円
滑
な
捜
索
活
動
等
に
支
障
が
あ

り
ま
し
た
。
1
台
増
や
す
こ
と
で
、

二
人
一
組
で
の
訓
練
・
捜
索
活
動

等
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

問
市
基
地
・
防
災
対
策
課
基
地
・

防
災
対
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
１
８
）

広
報
活
動
等
に
力
を

市
に
防
災
活
動
車
を
交
付

平成27年12月17日、市職員を対象に防疫研修を行いました

　

近
隣
諸
国
で
は
、
現
在
も
口
蹄

疫
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の

発
生
、
国
内
に
お
い
て
は
、
Ｐ
Ｅ

Ｄ
（
豚
流
行
性
下
痢
）
の
発
生
や

低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
口
蹄
疫
】
平
成
27
年
4
月
と
5

月
に
台
湾
で
、
10
月
に
モ
ン
ゴ
ル

で
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
隣
国
で
あ
る
韓
国
で

も
平
成
27
年
4
月
に
発
生
が
確
認

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
へ

侵
入
す
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

【
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】
平
成
27

年
12
月
20
日
、
宮
崎
市
で
野
鳥
の

糞
便
か
ら
低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
例
年
に

比
べ
県
内
へ
の
渡
り
鳥
の
飛
来
数

が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
農
場
へ
の

ウ
イ
ル
ス
侵
入
の
リ
ス
ク
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

【
Ｐ
Ｅ
Ｄ
】ま
だ
沈
静
化
の
確
認
さ

れ
て
い
な
い
農
場
が
宮
崎
県
内
で

2
件
、
鹿
児
島
県
内
で
4
件
あ

り
ま
す（
平
成
27
年
12
月
22
日
現

在
）。
全
国
で
は
、
平
成
27
年
9

月
以
降
、
平
成
27
年
12
月
20
日
ま

で
に
、
10
県
31
農
場
に
お
い
て
Ｐ

Ｅ
Ｄ
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

飼
養
衛
生
管
理
基
準
を
遵
守

し
、
野
生
動
物
の
侵
入
防
止
や
畜

舎
の
清
掃
・
消
毒
、
踏
込
消
毒
槽

の
点
検
な
ど
防
疫
対
策
の
更
な
る

強
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

地
域
で
の
一
斉
消
毒
の
取
り
組
み

を
行
う
な
ど
、
関
係
者
が
一
体
と

な
っ
た
防
疫
対
策
の
徹
底
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
市
畜
産
農
政
課
畜
産
振
興
室

☎
35
‐
１
１
１
１
内
線（
２
２
２
）

防
疫
体
制
は
万
全
で
す
か

2
月
は
防
疫
強
化
月
間
で
す

一
般
住
宅
用
分
譲
地
を
格
安
で
販
売

移
住
希
望
者
に
ご
紹
介
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
移
住
対
策
の
一
つ
と

し
て
、
え
び
の
市
へ
の
移
住
希
望

者
に
一
般
住
宅
用
分
譲
地
を
格
安

で
販
売
し
ま
す
。
地
方
へ
の
移
住

を
希
望
し
て
い
る
人
な
ど
に
、
ぜ

ひ
、
ご
紹
介
く
だ
さ
い

【
土
地
所
在
】
宮
崎
県
え
び
の

市
大
字
原
田
字
才
水
流
馬
場

３
６
９
５
番
1 

外

【
募
集
区
画
】全
10
区
画（
２
７
１
・

17
㎡
～
５
８
３
・
81
㎡
）

【
売
却
価
格
】
13
万
円
～
91
万
円

【
応
募
資
格
】
え
び
の
市
へ
の
移

住
を
希
望
す
る
人
お
よ
び
市
外
者

で
あ
っ
た
人
で
転
勤
を
常
態
と
す

る
職
場
に
勤
務
す
る
人

【
申
込
期
間
】
～
2
月
29
日
（
月
）

※
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く

【
受
付
時
間
】
午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時

【
申
込
方
法
】
直
接
ま
た
は
郵
送

（
2
月
29
日
ま
で
の
消
印
有
効
）

※
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
で
の
申

込
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
申
込
先
】〒
８
８
９
‐
４
２
９
２

宮
崎
県
え
び
の
市
大
字
栗
下

１
２
９
２
番
地

え
び
の
市
役
所 

財
産
管
理
課 

管

財
係

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.city.ebino.
lg.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
財
産
管
理
課
管
財
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
４
７
）

区画 1

若者枠

若者枠
区画 3

区画 4

区画 5

区画 6
区画 7

区画 10

区画 9

区画 8

区画 2

※若者枠の購入については、若者（45歳以下）の希
望を優先します。

●区画の状況
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12
月
13
日
、
え
び
の
市
文
化
セ

ン
タ
ー
で
「
第
九
で
え
び
の
を
元

気
に
」
公
演
が
行
わ
れ
、
市
内
外

か
ら
約
５
３
０
人
が
来
場
し
ま
し

た
。
公
演
に
は
、
市
民
合
唱
団
な

ど
１
０
３
人
が
出
演
。
1
部
で
は

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
2
部
で
は
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
の
交
響
曲
第
9
番
第
4

楽
章
「
歓
喜
の
歌
」
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
公
演
は
、
え
び
の
市
文
化

セ
ン
タ
ー
自
主
文
化
事
業
を
活
用

し
、
市
民
グ
ル
ー
プ
「
え
び
の
で

第
九
を
歌
う
会
」
の
主
催
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

12
月
23
日
、
え
び
の
市
文
化
セ
ン

タ
ー
で
「
島
津
義
弘
公
大
河
ド
ラ
マ
誘

致
委
員
会
4
地
区
合
同
大
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
4
地
区
義
弘
公

大
河
ド
ラ
マ
誘
致
委
員
会
の
主
催
で
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

大
会
で
は
、
同
事
務
局
長
の
出
村
卓

「2015 道の駅グランプリ」表彰式

道の駅えびのが県内で1位に
「第九でえびのを元気に」公演

素晴らしい歌声で観客を魅了

義弘公を大河ドラマに
大河ドラマ誘致委員会4地区合同大会

三
氏
に
よ
る
基
調
講
演
や
、村
岡
市
長
、

日
置
市
の
宮
路
市
長
、
姶
良
市
の
笹
山

市
長
、
湧
水
町
の
米
満
町
長
に
よ
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
、
え
び
の
駐
屯
地

隊
員
に
よ
る
木
崎
原
合
戦
武
者
隊
再
現

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
24
日
、
公
益
社
団
法
人
え

び
の
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
市
役
所
な
ど
の
公
共
施
設
26
カ

所
に
し
め
縄
を
贈
り
ま
し
た
。

　

市
役
所
で
は
、
同
会
の
田
中
敏

治
理
事
長
と
会
員
の
徳
留
秀
政
さ

ん
が
市
長
に
し
め
縄
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　

市
役
所
に
贈
ら
れ
た
し
め
縄
は
、

徳
留
秀
政
さ
ん
に
よ
る
手
づ
く
り

で
す
。

　

田
中
理
事
長
は
「
皆
さ
ん
に
、

新
し
い
年
を
す
が
す
が
し
く
迎
え

て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
で
贈
り

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
3
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
、
市

内
各
地
の
田
ん
ぼ
や
河
川
敷
で
「
竹
は

し
ら
か
し
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

南
岡
松
自
治
会
で
は
、
1
月
3
日
に

行
わ
れ
、
周
辺
の
住
民
約
１
３
０
人
が

参
加
ま
し
た
。
火
入
れ
後
は
、
ぜ
ん
ざ

い
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

シルバー人材センターがしめ縄を寄贈

気持ちよく新年を迎える

一年間の無病息災を願う
市内各地で竹はしらかし

　

竹
は
し
ら
か
し
は
、
一
年
間
の
無
病

息
災
を
願
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。組
ん
だ
竹
の
や
ぐ
ら
で
門
松
や
し

め
縄
な
ど
を
燃
や
し
ま
す
。焼
い
た
竹

を
持
ち
帰
り
、
家
に
立
て
か
け
て
お
く

と
魔
よ
け
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

12
月
24
日
、
え
び
の
市
文
化
セ

ン
タ
ー
で「
え
び
の
市
地
域
福
祉

推
進
大
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目

的
に
、
え
び
の
市
社
会
福
祉
協
議

会
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

大
会
で
は
、
駅
前
自
治
会
の
取

組
発
表
や
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
講
演
で
は
、
九
州
保
健
福
祉

大
学
の
井
上
孝
徳
教
授
が「
も
う

ひ
と
つ
の
介
護
保
険
」の
演
題
で
、

介
護
予
防
な
ど
に
つ
い
て
話
し
ま

し
た
。

えびの市地域福祉推進大会

福祉のまちづくりを学ぶ

　

12
月
16
日
、
市
役
所
で

「
2
0
1
5
道
の
駅
グ
ラ
ン
プ
リ
」

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
は
、
道
の
駅
え
び
の
が
日

本
自
動
車
連
盟
（
J
A
F
）
九
州

本
部
主
催
の
「
あ
な
た
の
イ
チ
オ

シ
道
の
駅
グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
、
宮

崎
県
内
で
1
位
、
九
州
・
沖
縄
で

は
第
3
位
に
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

　

表
彰
式
で
は
、
J
A
F
宮
崎
支

部
佐
土
嶋
支
部
長
か
ら
村
岡
市
長

へ
表
彰
楯
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

村
岡
市
長
は
「
さ
ら
に
愛
さ
れ

る
道
の
駅
を
目
指
し
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
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皿
回
し
芸
人　

山
下
和
則
さ
ん

市
内
各
地
で
皿
回
し
を
披
露

　
「
私
の
皿
回
し
芸
を
見
て
笑
っ
て
く
れ
る
人
が
い

ま
す
。
そ
の
笑
顔
が
私
の
原
動
力
で
す
」と
話
す
の

は
、
皿
回
し
芸
人
の
山
下
和
則
さ
ん（
栗
下
）で
す
。

　

山
下
さ
ん
は
、
平
成
13
年
か
ら
市
内
の
介
護
施
設

や
保
育
園
、
各
自
治
会
の
敬
老
会
な
ど
を
訪
問
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
皿
回
し
の
曲
芸
を
披
露
す
る
な
ど
、

慰
問
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

慰
問
活
動
を
行
う
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
え

び
の
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
パ
ー
ト
と
し
て
働
い
て

い
た
と
き
の
こ
と
で
す
。「
当
時
は
、
慰
問
活
動
を

す
る
人
の
手
伝
い
な
ど
裏
方
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
活
動
に
携
わ
る
う
ち
に
、
自
分
で
も
皆
さ

ん
を
喜
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
、
活
動
を
始
め
ま
し
た
」

70
歳
か
ら
始
め
た
曲
芸

　

山
下
さ
ん
が
皿
回
し
を
始
め
た
の
は
70
歳
の
と
き
。

「
知
人
の
結
婚
式
で
皿
回
し
を
披
露
し
た
芸
人
さ
ん

が
い
ま
し
た
。
そ
の
曲
芸
を
見
た
観
客
か
ら
歓
声
が

あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
な
ら
私
も
た
く
さ
ん
の

人
を
喜
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
、
皿
回
し
を

し
よ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
芸
人
さ
ん
の

住
む
宮
崎
市
へ
練
習
に
通
う
の
は
体
力
的
に
も
困
難

だ
と
思
い
、
そ
の
日
の
う
ち
に
皿
を
回
す
方
法
や
コ

ツ
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
」

　

そ
の
後
は
、
芸
人
さ
ん
か
ら
習
っ
た
こ
と
を
思
い

元気の源はたくさんの笑顔

出
し
な
が
ら
自
宅
で
毎
日
練
習
を
し
た
そ
う
で
す
。

「
基
本
的
な
動
作
で
も
、
簡
単
そ
う
に
見
え
て
意
外

と
難
し
く
苦
労
し
ま
し
た
。
1
週
間
ひ
た
す
ら
練
習

を
し
て
、
よ
う
や
く
皿
を
回
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
回
し
た
皿
を
真
上
に
投
げ
、
そ
の
ま
ま
受
け
取

る『
ト
ス
キ
ャ
ッ
チ
』と
い
う
基
本
的
な
技
で
も
、
習

得
す
る
の
に
は
1
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
し
た
。
で
も
、

苦
労
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
う
れ
し
い
気
持
ち
の
方

が
大
き
か
っ
た
で
す
」

　

使
用
す
る
道
具
に
は
一
工
夫
加
え
て
い
る
と
い
う

山
下
さ
ん
。「
皿
以
外
の
道
具
は
、
す
べ
て
私
の
手

Profile

づ
く
り
で
す
。
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
重
さ
の
軽
い
竹
を
使

用
し
た
り
、
持
ち
や
す
い
長
さ
に
調
節
し
た
り
す
る

な
ど
、
自
分
に
合
う
も
の
を
作
っ
て
い
ま
す
」と
話

し
ま
す
。

　
「
皿
回
し
を
披
露
す
る
だ
け
で
な
く
、
皿
回
し
の

奥
深
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
体
験
も
行
っ
て
い
ま

す
。
悪
戦
苦
闘
す
る
お
客
さ
ん
の
姿
を
見
る
と
、
始

め
た
こ
ろ
の
自
分
を
思
い
出
し
ま
す
」

皆
さ
ん
の
笑
顔
を
見
続
け
た
い

　
「
こ
の
活
動
を
と
お
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
の
笑

顔
と
出
会
い
ま
し
た
。
そ
の
笑
顔
に
元
気
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
9
月
の
敬
老
会
や
年
末
の
忘
年
会
、
ク

リ
ス
マ
ス
会
の
あ
る
時
期
は
忙
し
く
な
り
ま
す
。
多

い
と
き
に
は
1
日
に
3
カ
所
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る
と
疲
れ
も
ど
こ
か
に
飛

ん
で
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
」

　
「
皆
さ
ん
を
喜
ば
せ
よ
う
と
始
め
た
活
動
で
し
た

が
、
今
で
は
、
自
分
が
皆
さ
ん
の
笑
顔
か
ら
元
気
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
体
力
が
続
く
限
り
、
そ
し
て
、

出
演
の
声
が
か
か
る
限
り
、
こ
の
活
動
を
続
け
て
い

き
ま
す
。
皿
回
し
は
、
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
す
か

ら
」と
ほ
ほ
笑
ん
で
い
ま
し
た
。や ま し た か ず の り／

栗 下 ／ 82 歳 ／ 趣 味：
卓球、グラウンドゴルフ、
パークゴルフ

【おわびと訂正】広報えびの 12 月号で紹介した人について、「笹木さとみさん」としてい
ましたが、正しくは「佐々木さとみさん」です。おわびして訂正します。
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この本には、古典文学や
近現代文学、レポート

の書き方や電子メールの使い
方など、国語に関するあらゆ
る知識が書かれています。
　巻頭特集では、日本人なら
知っておきたい和の文化や変
体仮名書体などが紹介されて
います。
　さまざまな場面で役に立つ
情報が満載の一冊です。ぜひ
一度、手に取って読んでみま
せんか。

社会人のための
ビジュアルカラー国語百科

大修館書店編集部／編
（大修館書店）

福岡にある、痴呆を抱え
たお年寄りが通う「宅老

所よりあい」。そこでは、日
常的にさまざまなトラブルが
次々と巻き起こります。
　トラブルに対応する職員の
目線は、あくまでも温かく、
一人ひとりに寄り添う姿が目
に浮かびます。
　この本は、見守り見守られ
ながら暮らす日々の中でのエ
ピソードが、素直な文体でつ
づられた読みやすい一冊です。

おばあちゃんが、ぼけた。

村瀬 孝生／著
（理論社）

◎イベント
クレイアートでスイートピーをつくろう
●開催日＝2月11日（木）・13日（土）・14日（日）
●時間＝午後1時30分～午後3時30分
●定員＝10人 ※3日とも参加できる人
●必要なもの＝参加費（300円）、ペンチ
※材料の都合上、申込みをお願いします。

おひなさま作り
●日時＝2月21日（日）午後1時30分～午後3時
●定員＝20人 ※参加費無料
※材料の都合上、申込みをお願いします。

えびの市民図書館
☎35-0242  http://www.e-tosho.com/ebino/index.html

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

［最近入ったおすすめ本］
○「はじめての雪山BOOK」　枻出版社
○「人生はもっとニャンとかなる！」　水野 敬也 著　文響社
○「検査結果なんでも早わかり事典」　小橋 隆一郎 著　主婦の友社
○「運命の花びら上・下」　森村 誠一 著　KADOKAWA
○「朝ドラの55年」　NHKドラマ番組部 監　NHK出版

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（石井高子さん）☎ 33 ｰ 0010まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回：①「飯野駅前地区体育館→飯野出張所」②「自衛隊
官舎→麓橋団地」③「岡元小学校→市立病院→さくら苑」④「老人福祉
センター」⑤「飯野地区コミュニティセンター→警察署官舎」

◎2月のスケジュール
月間行事 山福朱美『ヤマネコ毛布』絵本原画展（2月11日～ 21日）

1 月 休館日
3 水 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：15
4 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
5 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
6 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
8 月 休館日
9 火 ブックスタート（1歳児に絵本配布）

移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
12 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30
13 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
15 月 休館日
17 水 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：15
18 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
19 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
20 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

土曜シネマ　「ライフ・オブ・パイ」 13：00 ～　　　
22 月 休館日
24 水 休館日（館内整理日）

移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
26 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30

喫茶ふら～っと 9：45 ～ 11：00
パン・野菜・手芸品等の販売 9：45 ～ 11：00

27 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
29 月 休館日

蒼
天
を
鷺
ゆ
る
や
か
に
舞
ひ
ゆ
け
ば

霧
島
連
山
端
然
と
座
す

京
町
　
竹
下
妙
子

　
新
春
の
東
の
空
は
東
雲
色
に
染
り
、
蒼
空
高

く
鷺
は
い
づ
こ
と
へ
な
く
飛
翔
す
る
。昨
今
の

世
情
は
索
莫
と
し
た
事
柄
の
多
い
中
で
動
か
ざ

る
荘
厳
な
霧
島
山
を
拝
す
る
時
、
人
々
の
心
に

愛
の
小
春
日
和
の
明
日
が
来
る
事
を
信
じ
祈
り

た
い
。（
自
註
）

　
短
歌
の
お
好
き
な
方
、
日
本
語
の
こ
と
ば
遊

び
を
な
さ
い
ま
せ
ん
か
。ご
連
絡
下
さ
い
。お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

短
歌ど

ん
ど
焼
火
の
粉
舞
い
立
ち
星
に
な
る

　
中
島
　
石
坂
伊
佐
郎

　
一
月
初
旬
恒
例
の
ど
ん
ど
焼
き
が
市
内
各
地

区
で
開
催
さ
れ
ま
す
。燃
え
上
が
る
竹
の
柱
の

裏
側
は
、
満
天
の
星
空
で
す
。舞
い
上
が
っ
た

火
の
粉
が
星
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。（
自
註
）

俳
句詩暮

れ
模
様

中
島
　
根
本
風
柳

夜
勤
の
子

蝿
に
も
ひ
と
声

か
け
て
行
く 

お
ず
お
ず
と

鍋
の
湯
に
入
る

新
豆
腐

編
む
度
に

転
ん
で
逃
ぐ
る

毛
糸
だ
ま

除
夜
の
鐘

い
よ
い
よ
暦

席
に
つ
く

●フルーツきんとん

南岡松ボランティアの皆さん

食後のデザートにぴったりな一品

え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

D
elicious cuisine of Ebino

vol.88

レシピ

【材料】（10人分）
サツマイモ 600g、クチナシの実 
3個、パイナップル 1缶（パイン
缶）、レーズン 50g、砂糖 、みり
ん 、塩 少々など

【作り方】
① サ ツ マ イ モ を 乱 切 り に し て 、 水 に ひ た す 。 ク チ ナ シ
の 実 を 粗 く 砕 き 、 お 茶 パ ッ ク に 入 れ る 。
② 鍋 に ① を 入 れ 、 ひ た ひ た の 水 で ゆ で る 。 煮 立 っ た ら
中 火 に し て 、 柔 ら か く な る ま で 煮 る 。
③ 水 を 切 っ た ら 、 熱 い う ち に サ ツ マ イ モ を つ ぶ す 。
④ ③ に 砂 糖 、 み り ん 、 パ イ ン 汁 を 加 え 、 焦 が さ な い よ
う に 弱 火 で 練 り 上 げ る 。
⑤ 小 さ く 切 っ た パ イ ナ ッ プ ル と レ ー ズ ン を 混 ぜ る 。

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
南

岡
松
地
域
支
え
合
い
事

業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

が
作
っ
た
「
フ
ル
ー
ツ
き
ん

と
ん
」で
す
。

　

フ
ル
ー
ツ
き
ん
と
ん
は
、ク

リ
き
ん
と
ん
と
は
違
い
、サ
ツ

マ
イ
モ
を
使
い
ま
す
。
パ
イ

ナ
ッ
プ
ル
な
ど
の
果
物
を
入

れ
て
フ
ル
ー
テ
ィ
に
仕
上
げ

ま
す
。

　

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
酸
味
と
、

サ
ツ
マ
イ
モ
の
甘
味
が
絶
妙

に
混
ざ
り
合
い
、口
の
中
に
広

が
り
ま
す
。食
後
の
デ
ザ
ー
ト

や
お
や
つ
に
ぴ
っ
た
り
な
一

品
で
す
。

　

料
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、サ
ツ

マ
イ
モ
を
中
火
で
じ
っ
く
り

煮
る
こ
と
で
す
。強
火
で
煮
る

と
、
水
分
が
飛
び
、
焦
げ
つ
い

て
し
ま
い
ま
す
。
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いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33‒0110

えびの消防署 ☎ 33‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件 本年累計 195件

　

高
齢
者
虐
待
に
は
、
身
体
的
虐
待
・

心
理
的
虐
待
・
介
護
放
棄
・
経
済
的
虐

待
・
性
的
虐
待
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
虐
待
は
、
特
別
な
関
係
性
や

環
境
の
み
で
発
生
す
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
周
囲
に
頼
れ
る
人
が
い
な
い
な
ど
、

介
護
者
の
責
任
感
の
重
さ
や
一
生
懸
命

に
介
護
に
臨
む
あ
ま
り
に
心
身
と
も
に

疲
れ
果
て
、
気
持
ち
に
余
裕
が
無
く
な

り
、
無
意
識
の
う
ち
に
虐
待
行
為
に
つ

な
が
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
人
の
約

6
割
が
認
知
症
と
い
う
調
査
結
果
も
あ

る
よ
う
に
、
症
状
に
よ
る
介
護
の
困
難

さ
が
結
果
と
し
て
虐
待
の
要
因
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
虐
待
を
な
く
す
た
め
に
は
、

介
護
者
自
身
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と

も
大
切
で
す
。介
護
者
は
、
一
人
で
悩
ま

ず
に
、
早
目
に
主
治
医
や
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

　

介
護
者
や
高
齢
者
を
孤
立
さ
せ
な
い

よ
う
地
域
住
民
の
見
守
り
も
大
切
で
す
。

辛
い
思
い
を
抱
え
て
い
る
高
齢
者
や
家

族
が
い
る
時
な
ど
は
、
最
寄
り
の
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
や
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
1
1
1
1
（
内
線
2
5
4
）

○
南
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
25
‐
3
2
2
2
（
ほ
う
よ
う
内
）

○
東
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
２
３
７
７
（
さ
く
ら
苑
内
）

○
中
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
０
０
６
６
（
ふ
れ
あ
い
館
内
）

○
西
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
３
０
８
５
（
え
び
の
涼
風
苑
内
）

　
　
　

文
：
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

住み慣れた場所で安心して暮らすために

あんしんねっと
A r e a  c o m p r e h e n s i v e  s u p p o r t

介
護
の
悩
み
な
ど
抱
え
込
ま
ず
に
相
談
を

シートベルトの着用を

火災警報器の設置は義務です

住宅用火災警報器（住警器）は、寝室、階段上な
どに設置することが法律で義務化されています。

しかし、西諸地域は、他の地域と比べ住警器の設置
率が低いのが現状です。
　住宅火災で死亡する主な原因は「逃げ遅れ」や「煙
を吸っての一酸化炭素中毒」などです。住警器は、
火災が発生した時、煙や熱を感知し、音声やブザー
などで危険をいち早く知らせてくれます。
　まずは火災を起こさないことが一番ですが、万が
一、火災が発生した時の備えとして、住警器を設置
しましょう。設置している場合は、定期的に点検を
行い、正常に作動するようにしておきましょう。

平 成 2 7 年 1 0 月 、警 察 庁 と J A F の 合 同 で「 シ ー
ト ベ ル ト 着 用 状 況 全 国 調 査 」が 実 施 さ れ

ま し た 。調 査 に お け る 宮 崎 県 の 一 般 道 路 で の 着
用 率 は 、運 転 席 9 9 . 4 ％ 、助 手 席 9 6 . 9 ％ 、後 部 座 席
2 0 . 3 % と な っ て い ま す 。道 路 交 通 法 で は 、す べ
て の 座 席 で シ ー ト ベ ル ト を 着 用 す る こ と が 定 め
ら れ て い ま す 。運 転 手 は 、同 乗 者 全 員 の シ ー ト
ベ ル ト 着 用 を 確 認 し て か ら 出 発 し ま し ょ う 。
　 ま た 、チ ャ イ ル ド シ ー ト 着 用 率（ 平 成 2 7 年 4 月
調 査 ）に つ い て は 、6 7 . 8 % と な っ て い ま す 。6 歳
未 満 の 幼 児 を 乗 せ る 時 は 、子 ど も の 大 切 な 命 を
交 通 事 故 か ら 守 る た め に も 、チ ャ イ ル ド シ ー ト
を 必 ず 使 用 し ま し ょ う 。

12月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 1件 年 計 10件
救 急 79件 年 計 902件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33‒0110

えびの消防署 ☎ 33‒6119

12月の交通事故発生状況
（ H27.12.27現在）

人 身 10件 本年累計 97件
物 件 21件 本年累計 337件

　

契
約
は
、
当
事
者
の
一
方
か
ら
の
申

込
と
相
手
方
の
承
諾
が
あ
っ
て
初
め
て

成
立
す
る
も
の
で
す
。ワ
ン
ク
リ
ッ
ク

詐
欺
の
場
合
、
契
約
が
成
立
し
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
で
、
消
費
者
が
料
金

を
支
払
う
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

業
者
に
連
絡
を
し
て
不
安
を
感
じ
る

場
合
に
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
市

役
所
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

宮
崎
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
都
城
支
所

☎
0
9
8
6
‐
24
‐
0
9
9
9

市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

☎
35
‐
1
1
1
1
（
内
線
2
8
6
）

　
　
　
文
：
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺
に
ご
注
意
を

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
無

料
の
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、

年
齢
確
認
の
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る

と
「
登
録
完
了
」
の
画
面
が
表
示
さ
れ
、

高
額
な
料
金
を
請
求
さ
れ
る
と
い
っ
た

ト
ラ
ブ
ル
、
い
わ
ゆ
る
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク

詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

男
性
ば
か
り
で
な
く
女
性
や
未
成
年

者
か
ら
の
相
談
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
で
は
60
歳
以
上
の
人
か
ら
の
相
談

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
と
は
関
係
の
な
い

ゲ
ー
ム
や
ア
ニ
メ
な
ど
の
サ
イ
ト
か
ら

意
図
せ
ず
に
誘
導
さ
れ
て
、
料
金
請
求

を
受
け
る
と
い
っ
た
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺
の
被
害
に
遭
わ

な
い
た
め
に
も
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

・
料
金
の
請
求
画
面
が
表
示
さ
れ
て
も
、

慌
て
ず
、
安
易
に
次
の
画
面
に
進
ま
な

い・
個
人
情
報
な
ど
が
知
ら
れ
て
し
ま
う

危
険
性
が
あ
る
の
で
、
自
分
か
ら
連
絡

を
し
な
い　

な
ど

　

子
ど
も
の
「
睡
眠
の
乱
れ
」
は
、
体

や
精
神
、
脳
の
成
長
に
影
響
し
、
学
習

意
欲
、
体
力
・
気
力
の
低
下
、
イ
ラ
イ

ラ
や
友
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
文
部
科
学
省
が
「
睡

眠
を
中
心
と
し
た
生
活
習
慣
と
子
供
の

自
立
等
と
の
関
係
性
に
関
す
る
調
査
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、
次

の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
学
校
が
あ
る
日
と
な
い
日
で
起
床
時

刻
が
2
時
間
以
上
ず
れ
る
こ
と
が
あ
る

低
く
、
な
ん
で
も
な
い
の
に
イ
ラ
イ
ラ

す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
割
合
が
高
い

な
ど

　

子
ど
も
の
睡
眠
時
間
の
減
少
は
、
成

長
の
遅
れ
・
注
意
や
集
中
力
の
低
下
･

疲
れ
や
す
さ
等
を
も
た
ら
し
ま
す
。
夜

寝
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
昼
間
に

寝
れ
ば
い
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
正
し
い
睡
眠
リ
ズ
ム
を
習
慣
づ

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
睡
眠
等
の
生
活
リ
ズ
ム
は
、

乳
幼
児
期
か
ら
の
習
慣
づ
く
り
が
大
切

で
す
。

　
文
：
市
健
康
保
険
課 

山
之
口
保
健
師

子
ど
も
の
成
長
に
は
睡
眠
が
不
可
欠

子
ど
も
ほ
ど
、
午
前
の
授
業
中
が
眠
く

て
仕
方
が
な
い
と
い
う
割
合
が
高
い

・
携
帯
電
話
・
ス
マ
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ご来場ください『京町二日市』

　毎年恒例の「京町二日市」が開催されます。
　当日は、車の通行が多く、道路等の混雑が予想されます。
なるべく公共交通機関またはシャトルバス（無料）をご利用
ください。

【開催日】2月6日（土）、7日（日）
【場所】JR京町温泉駅前歩行者天国（約2㎞）
【歩行者天国の時間】
［6日］午前 9 時～午後8 時　［7日］午前 9 時～午後 5時
【シャトルバス】発着場：グリーンパークえびの第1駐車場

随時巡回運行（無料）します。
問  えびの市商工会
☎35-1544

移住希望者にご紹介ください
Uターン住宅改修等定住促進支援金

　市では、市外に居住していた市内出身者がＵターンを目
的として市内業者を利用して空き家の改修等を行う場合に、
その経費の一部を支援金として交付します。また、中学生
以下の子どもを扶養している場合は、子育て加算金を支給
します。
　市外在住の親族・友人・知人でえびの市内へのＵターンを
希望している人がいる場合は、ぜひ、ご紹介ください。

【Ｕターンの定義】進学、就職等でえびの市外に居住してい
た市内出身者が、定住の意思を持って再び転入すること

【対象住宅】市内にある空き家でＵターン移住希望者が所
有権等を有し、Ｕターン後に居住する住宅

【補助対象者】次のいずれにも該当する人
・対象住宅の所有権等を有する人
・申請時点において、1年以上他の市区町村の住民基本台
帳に記録されている人
・支援金受領後、引き続き５年以上本市に定住することを
誓約する人
・居住地の自治会に加入する人
・世帯全員に市税等の滞納がない人
・対象住宅の改修に関し、市の他の制度による補助金の交
付を受けたことのない人

【補助対象事業】
・台所、風呂およびトイレ等の修繕
・内装、屋根および外壁等の改修
・家財道具等の運搬および廃棄
・屋内の清掃
・その他Ｕターン者が居住するために必要な住宅の改修等

【補助金の額】［住宅改修等支援金］事業費の２分の1に相
当する額（上限50万円）

［子育て加算金］扶養する中学生以下の子ども1人につき10
万円（上限20万円）
問  市企画課 政策係
☎35-1111（内線321）

介護予防業務等の嘱託員を募集

　市では、以下の業務に関する嘱託員を募集しています。
【業務名および募集人数等】

業務名
（担当係）

募集
人数

報酬
（日額） 必要な資格

介護予防
（地域包括支

援センター）
2 人 8,500 円

保健師、理学療法士、作業
療法士または地域ケア・地
域保健等に関する経験のあ
る看護師

介護予防支援
（地域包括支

援センター）
6 人 8,500 円

介護保険法に規定する介護
支援専門員または保健師・
社会福祉士

介護保険
認定調査員

（介護保険係）
5 人 8,000 円

介護保険法に規定する介護
支援専門員または保健師・
看護師・准看護師・社会福
祉士・介護福祉士で実務経
験のある人

介護保険認定
（介護保険係） 1 人 8,000 円

介護保険認定業務または介
護保険認定調査員の実務経
験のある人

●共通事項
【雇用期間】4月1日（金）～平成29年3月31日（金）
【勤務時間】午前9時～午後4時
【勤務条件】市の職員に準ずる
【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）と面接
【勤務場所】市介護保険課

【募集期間】1月20日（水）～2月5日（金）
【応募方法】　市様式の履歴書を市介護保険課介護保険係

または地域包括支援センターに提出してください。
申・問  市介護保険課 介護保険係
☎35-1111（内線287）
申・問  市介護保険課 地域包括支援センター
☎35-1111（内線277）

お墓は庭、農地、山林等には建てら
れません

　お墓は、公衆衛生やその他公共の福祉の見地から、個
人等が勝手に建てることはできません。
　「墓地、埋葬等に関する法律」では「墓地とは、墳墓を設
けるために、墓地として市長の許可を受けた区域をいう」
と定められています。そのため、許可を受けずに自分の家
の庭、農地、山林等に勝手にお墓を造ることはできません。
　市では、墓地の永続的管理の必要性および公益性を考
慮して、宅地、農地、山林等への個人墓地の設置は許可し
ていません。
　「墓地、埋葬等に関する法律」では、「埋葬又は焼骨の埋
蔵は、墓地以外の区域にこれを行ってはならない」と定め
られています。違反者には、罰則規定もあります。
　納骨および改葬の際は、既存の墓地または納骨堂を利
用してください。
問  市民環境課 生活環境係
☎35-1111（内線285・286）

ご相談ください
労働問題に関する悩み

　県労働委員会では、労働相談会を行います。相談会で
は、労働問題に関する相談に応じます。
　現在トラブルを抱えている人、職場でのちょっとした
疑問など労働問題のことなら何でも結構です。お気軽に
ご相談ください。

【期間】2月15日（月）～ 21日（日）
【時間】[平日]午前8時30分～午後8時
［土・日］午前9時～午後5時

※土・日に利用する場合は、事前に以下の連絡先までご
連絡ください。

【対象】県内の事業所に勤務する労働者および使用者
【場所】宮崎県労働委員会事務局（県庁3号館 6階）
【相談方法】電話、面談、FAX、メ－ル

問  相談専用「働くあんしんサポートダイヤル」
☎0985-26-7538　FAX 0985-20-2715
E-mail：rohdohi@pref.miyazaki.lg.jp

出会いイベント「いちご一会 第2弾～
おせっかいマダムVer ～」

　 えび の市農 村
女 性 の つど いで
は、出会い（婚活）
イベ ント「いちご
一
い ち え

会 第 ２ 弾　～
おせっかいマダム
Ver ～」を開 催し
ます。
　当日は、えびの
市農村女性のつどい会員による食事のおもてなしもありま
す。皆さんの参加をお待ちしています。

【日時】2月20日（土）午前10時～
【集合場所】えびの市文化センター
【内容】パンケーキ作り、食事交流会
【募集人員】男女各20人程度
【募集対象】20歳以上の独身男女
【参加費】1,000円
【申込方法】申請書に必要事項を記入のうえ、えびの市農

村女性のつどい事務局にファックスまたはメールで提出し
てください。申請書は、市ホームページ（ http://www.city.
ebino.lg.jp/ ）からダウンロードできます。
　ホームページを閲覧することができない人は、えびの市
農村女性のつどい事務局（市畜産農政課内）までご連絡く
ださい。
申・問  えびの市農村女性のつどい事務局（市畜産農政課
担い手対策係内）
☎35-1111（内線234）　FAX 35-0401
E-mail：nosei@city.ebino.lg.jp
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南 岡 松 自 治 会 で 行 わ れ た「 竹 はしらかし」に 行 って

きました 。点 火 後、7 メートル ほどの 高さに 組まれ

た 竹 の やぐらを 駆 け上 がって いく炎 は、も の すごく迫 力

があり、思わず、感 嘆 の声をもらしました 。（ 平 松 ）

成 人 式 の 取 材 に 行ってきました 。晴 れ 着 姿 の 新成 人

は、みんな 意 気 揚々とした 顔 をしていました 。その

顔を見て、元 気をもらいました 。（ 東 ）

人　口 19,636人（前月比-27人）

男性／ 9,188人（ -11人）　女性／ 10,448人（ -16人）

転入／ 22人　転出／ 29人
出生／ 11人　死亡／ 31人

世帯数 8,882世帯（前月比-6世帯）
（平成28年1月1日現在）

E
d
ito

r's

◎ 今月の 表 紙
　 1 月3 日、南 岡 松 自 治 会 で 行 わ れ た

「 竹 はしらかし」で、魔 よけ用 の 竹 をあ
ぶる様 子。

今月の納税

個人市県民税 第4期
国民健康保険税 第7期
後期高齢者医療保険料 第7期
2月1日（月）までに納めましょう。

【日程】2月15日（月）
【時間】午後2時～午後4時　［受付］午後1時30分～
【場所】ハローワーク小林 2階 大会議室
【対象者】就職を希望している人
【参加事業所】3社程度
【持参するもの】写真付きの履歴書（必要な数 ※コピー
可）、ハローワークカード（求職受付票）、雇用保険受給資
格者証（雇用保険受給者のみ）
【参加方法】参加希望者は、事前に窓口または電話でお申
し込みください。
【その他】医療・介護分野を中心とした企業が参加しま
す。
詳しくは、小林公共職業安定所までお問い合わせくださ
い。
問  ハローワーク小林（小林公共職業安定所）
☎23-2171　FAX 22-2652

大学通信教育春期合同入学説明会

　公益財団法人私立大学通信教育協会では、「大学通信
教育春期合同入学説明会」を開催します。
【開催日】2月27日（土）
【時間】正午～午後5時
【場所】エルガーラホール8階（福岡市中央区天神1-4-2）
【対象】一般および高校生
【内容】各大学、大学院、短期大学別の相談コーナーがあ
り、希望する大学の教職員から講義内容や受講手続等につ
いて、直接相談することができます。
【入場料】無料
【その他】参加申込は不要
問  公益財団法人 私立大学通信教育協会
〒113-0033　東京都文京区本郷2-27-16　大学通信教育

ビル4階
☎03-3818-3870　FAX 03-5302-8260

平成27年度自衛官候補生採用試験

　自衛隊宮崎地方協力本部では、平成27年度自衛官候補
生採用試験を行います。
【試験日】2月12日（金）～2月14日（日）のいずれか１日
【資格】18歳以上27歳未満の人
※申込みについては、随時受け付けています。詳しくは、自
衛隊宮崎地方協力本部小林地域事務所までお問い合わせ
ください。　
問  自衛隊宮崎地方協力本部小林地域事務所
☎22-5254

お詫びと訂正

　平成27年広報えびの12月号20ページに掲載した現住人
口等について、誤りがありました。おわびして訂正します。
【訂正前】
人口：19,673人（前月比-22人）
男性： 9,203人（-15人）
女性：10,470人（-7人）
転出：41人
【訂正後】
人口：19,663人（前月比-32人）
男性： 9,199人（-19人）
女性：10,464人（-13人）
転出：51人　
問  市企画課 政策係
☎35-1111（内線322）

第70回南九州駅伝競走大会が開催

　今年も、南九州駅伝
競走大会が開催されま
す。選手への声援をお
願いします。
【開催日】2月7日（日）
【走路】国道268号～
国道10号（全行程7区
間61.3㎞）
　真幸地区体育館をス
タートした後、国道を小
林市方面へ向かって走ります。セブンイレブンえびの飯野
店前（旧オカ薬局前）が第一中継所となります。ゴールは、
都城市立美術館前です。
　当日は、交通規制が行われます。第一中継所は、セブン
イレブンえびの飯野店利用者以外は駐車できません。ご理
解とご協力をお願いします。
【通過予定時間】
◎真幸地区体育館：午前10時スタート
◎セブンイレブンえびの飯野店前：午前10時35分
問  市社会教育課 市民体育係
☎35-1111（内線482）

ご参加ください
『発達障害家族教室』
　宮崎県精神保健福祉センターでは、「発達障害」に対す
る正確な知識を得て、家族としての適切な対処方法を学ん
だり、家族同士が支え合う場を提供したりしています。また、
将来の進路等で悩んでいる家族等を手助けすることを目
的に「発達障害家族教室」を開催します。

　支援者や発達障害について興味がある人など、ぜひ、ご
参加ください。
【日程】2月12日（金）、3月11日（金）　計2回
【時間】午後2時～午後4時
【場所】都城保健所 多目的室
【対象】主に義務教育終了後の発達障害児（者）の家族お
よびその支援者
【費用】無料
【定員】40人程度
【テーマ・講師】

日　程 テーマ 講師

2 月 12 日（金）発達障害と生活支援・
就労支援

・発達障害者支援センター
・障害者雇用支援センター

3 月 11 日（金）発達障害の理解・家
族の関わり

・精神科医師
・成人発達しょうがい当
事者会

※参加人数等により、テーマおよび講師は変更される場合
があります。
※教室は予約制です。匿名での参加が可能ですが人数把握
のため、参加希望者は以下の連絡先までご連絡ください。
※どちらかのみの参加でも構いません。
※発達障害当事者の参加はご遠慮ください。
申・問  宮崎県精神保健福祉センター
〒880-0032　宮崎市霧島1-1-2
県総合保健センター4階
☎0985-27-5663　FAX 0985-27-5276

ご参加ください
『ハローワーク小林ミニ面接会』
　ハローワーク小林（小林公共職業安定所）では、就職支
援の一環として、「ハローワーク小林ミニ面接会」を行いま
す。就職を希望している人は、ぜひ、ご参加ください。



◀

ニホンザル

平
成
28
年
は
申さ

る

年
で
す
。
日
本
固

有
種
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
本
州
、

四
国
、
九
州
に
生
息
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ル
の
仲
間
は
、
熱
帯
地
方
に
暮
ら

す
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
ニ
ホ
ン

ザ
ル
は
青
森
県
の
下
北
半
島
ま
で
生
息

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
世
界
で
最
も

北
に
暮
ら
す
サ
ル
で
す
。

　

体
毛
は
茶
褐
色
か
ら
灰
褐
色
で
顔
と

お
尻
に
は
毛
が
な
く
、
赤
く
目
立
ち
ま

す
。
雑
食
性
で
果
物
や
木
の
葉
な
ど
植

物
の
ほ
か
、
昆
虫
や
カ
ニ
、
野
鳥
な
ど

を
食
べ
ま
す
。

　

串
間
市
の
幸
島
は
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の

生
息
地
と
し
て
国
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

霧
島
山
に
も
ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
い
ま
す

が
、
数
は
少
な
く
、
え
び
の
高
原
で
は

ほ
と
ん
ど
姿
を
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
山
麓
で
は
時
折
、
単
独
で
行
動
す

る
オ
ス
ザ
ル
や
小
群
の
目
撃
情
報
が
あ

り
ま
す
。

（
文
／
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
）

写真：ニホンザル（撮影：廣澤順也　平成27年12月17日）

霧島山麓では時折、単独で行動するニホンザルのオス
や小群の目撃情報があります。
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